
２
０
０
０
年
ま
で
に
登
録
さ
れ
た

乳
が
ん
７
７
０
１
件
を
対
象
に
、

患
者
の
診
断
契
機
と
予
後
を
把
握

し
、
マ
ン
モ
併
用
、
視
触
診
単
独
、

外
来
発
見
と
い
っ
た
診
断
契
機
別

の
乳
が
ん
死
亡
相
対
危
険
度
を
算

出
し
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ン
モ
併

用
検
診
を
１
と
し
た
場
合
、
視
触

診
単
独
で
は
2
・
64
倍
、
外
来
発

見
で
は
6
・
8
倍
の
死
亡
リ
ス
ク

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
有
意
差
が
認

め
ら
れ
た
（
図
）。

　

診
断
契
機
別
の
生
存
率
向
上
効

果
で
は
、
マ
ン
モ
併
用
検
診
の
10

年
生
存
率
は
97
・
2
％
、
視
触
診

単
独
で
は
91
・
7
％
、
検
診
な
し

で
は
79
・
4
％
と
い
っ
た
結
果
と

な
り
、
い
ず
れ
の
間
で
も
有
意
差

が
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ン
モ
に
よ

る
検
診
の
有
効
性
が
み
え
て
き
た

と
言
え
る
」。

　

マ
ン
モ
検
診
の
死
亡
率
減
少
効

果
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
欧
米
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に
よ
っ
て
視
触
診
で
１
４
５
人
、

マ
ン
モ
併
用
で
37
人
が
把
握
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

の
た
め
、
照
合
後
の
修
正
感
度
は

視
触
診
で
62
・
6
％
、
マ
ン
モ
併

用
で
83
・
1
％
と
な
り
、
視
触
診
、

マ
ン
モ
併
用
と
も
に
感
度
が
大
き

く
下
が
る
結
果
と
な
っ
た
（
表
）。

　

さ
ら
に
こ
れ
を
年
齢
階
級
別
に

み
る
と
、マ
ン
モ
併
用
検
診
で
は
、

50
歳
代
と
60
歳
代
は
80
％
以
上
の

感
度
が
担
保
さ
れ
た
が
、
40
歳
代

で
は
71
・
4
％
に
と
ど
ま
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
死
亡
率
減
少
効
果
に

つ
い
て
は
、
１
９
８
９
年
か
ら

マ
ン
モ
検
診
シ
ス
テ
ム
確
立
ま
で

の
経
緯
、
マ
ン
モ
検
診
の
評
価
と

今
後
の
課
題
、
超
音
波
検
診
の
展

望
、
が
ん
対
策
基
本
法
と
今
後
の

が
ん
対
策
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
東
北
大
学
が
宮
城
県

の
が
ん
登
録
を
用
い
て
行
っ
た
研

究
成
果
に
つ
い
て
、
大
内
教
授
は

次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

　
「
平
成
７
年
か
ら
14
年
の
乳
が

ん
検
診
に
お
い
て
、
が
ん
登
録
と

の
照
合
前
に
把
握
さ
れ
て
い
た
中

間
期
が
ん
は
視
触
診
が
52
人
、
マ

ン
モ
併
用
で
23
人
、
感
度
は
そ
れ

ぞ
れ
86
・
4
％
、
92
・
8
％
で

あ
っ
た
が
、
が
ん
登
録
と
の
照
合

　

厚
生
労
働
省
が
ん
研
究
助
成
金

に
よ
る
研
究
班
の
主
任
研
究
者
と

し
て
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
マ
ン

モ
）
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
そ
の
普
及
に
あ
た
っ

て
き
た
大
内
教
授
（
写
真
）
に
よ

る
会
長
講
演
「
マ
ン
モ
検
診
の
評

価
と
今
後
の
展
望
」（
司
会　

森

本
忠
興
徳
島
大
学
教
授
）
で
は
、

諸
国
か
ら
の
報
告
は
あ
っ
た
が
、

乳
が
ん
罹
患
の
ピ
ー
ク
や
乳
腺
構

造
が
欧
米
と
は
異
な
る
わ
が
国
で

は
、
こ
れ
が
初
め
て
の
報
告
と
な

る
。

　

こ
う
し
た
解
説
を
行
っ
た
上
で

大
内
教
授
は
、「
地
域
が
ん
登
録

を
活
用
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
は
把
握
で
き
な
い
」
と
指

摘
し
、
が
ん
登
録
事
業
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。

　

ま
た
大
内
教
授
は
、
マ
ン
モ
検

診
に
も
限
界
は
あ
る
と
し
て
、
マ

ン
モ
検
診
の
乳
が
ん
検
出
感
度
が

低
い
40
歳
代
ま
で
の
高
濃
度
乳

房
に
つ
い
て
は
、
超
音
波
検
診
の

普
及
が
待
た
れ
る
と
述
べ
、
先
ご

ろ
ス
タ
ー
ト
し

た
厚
生
労
働
省

が
ん
対
策
推
進

室
に
よ
る
が
ん

対
策
の
た
め
の

戦
略
研
究
「
乳

が
ん
検
診
に
お

け
る
超
音
波
検

査
の
有
効
性
を

検
証
す
る
た
め

の
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験
」
の

概
要
を
紹
介
し

た
。

　

さ
ら
に
大
内

教
授
は
、
が
ん
対
策
基
本
法
の
基

本
的
な
考
え
方
や
今
後
の
が
ん
対

策
の
展
望
な
ど
を
示
し
、「
乳
が

ん
検
診
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、
精

度
の
向
上
と
と
も
に
受
診
率
向
上

が
欠
か
せ
な
い
。
が
ん
検
診
を
地

方
自
治
体
に
委
ね
た
ま
ま
で
は
受

診
率
の
向
上
は
望
め
ず
、
が
ん
死

亡
率
は
減
少
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ

の
点
を
何
と
か
議
論
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
会
長
講
演
を

結
ん
だ
。

　

学
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
垣
添
忠

生
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
に
よ

る
「
が
ん
対
策
基
本
法
と
乳
が
ん

検
診
」、
土
井
邦
雄
シ
カ
ゴ
大
学

教
授
に
よ
る
「
乳
が
ん
検
診
に
お

け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
診
断

（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）:

現
状
と
将
来
の
可

能
性
」
と
い
っ
た
特
別
講
演
、
受

診
率
向
上
、
超
音
波
検
診
、
地
域・

職
域
に
お
け
る
課
題
、
事
業
評
価

と
適
正
実
施
の
た
め
の
取
り
組
み

な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
多
数
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
本
会
か
ら
は
、「
検
診

機
関
に
お
け
る
精
度
向
上
の
試
み

―

追
跡
調
査
を
実
施
し
て
」
な

ら
び
に
「
マ
ン
モ
検
診
車
に
よ
る

乳
が
ん
検
診
の
取
り
組
み
」
と
題

す
る
２
題
の
口
演
を
行
い
、
本
会

の
乳
が
ん
検
診
事
業
を
報
告
し

た
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

〈1面〉●「検診」の精度と効率向上めざし
　　　　第16回日本乳癌検診学会

〈2〜 3面（見開き）〉
　　　●新連載　暮らしと微生物―カビを中心に　第１回
　　　●話題　「0次予防」テーマに第51回予防医学推進
　　　　　　　全国大会
　　　●連載　たばこ問題とその規制対策　第8回
　　　●連載　健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　　　　 実践編　第8回

〈4面〉●乳がんマンモ検診アンケートを実施・本会
　　　●敷地内全面禁煙をスタートします― 2007年1月から
　　　　本会
　　　●第84回技術研修会・生理機能検査研修会が開かれる
　　　●お知らせ

1月10日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
　　17日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
　　24日　岡　惺治
　　31日　第211回ヘルスケア研修会につき休み

今月の主な紙面

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

　

乳
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
、
診
断
す
る
こ
と
で
治
癒
が
可
能
な
が
ん
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
が
国
で
は
死
亡
率
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
と
く
に
、
40
歳
代
～
50
歳
代
の
働
き
盛
り
世
代

の
女
性
で
は
、
が
ん
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
率
減
少
に
有
効
な
検

診
の
整
備
、
検
診
の
事
業
評
価
と
い
っ
た
対
策
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
中
、「
精

度
及
び
効
率
向
上
へ
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
16
回
日
本
乳
癌
検

診
学
会
総
会
（
会
長　

大
内
憲
明
東
北
大
学
大
学
院
教
授
）
が
11
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
仙
台
市
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
今
月
は
、
大
内
教
授
に
よ
る
会
長
講
演

を
中
心
に
報
告
す
る
。

大
内
憲
明
教
授
が
会
長
講
演
で

わ
が
国
の
マ
ン
モ
検
診
の
有
効
性
を
評
価
し

　
代
ま
で
の
超
音
波
検
診
な
ど
課
題
示
す

40
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「検診」の精度と効率向上めざし
第16回 日本乳癌検診学会

2月 7日　岡　惺治
　　14日　三輪　一
　　21日　岡　惺治
　　28日　三輪　一

表 〈アウトカム評価〉
地域がん登録を用いた乳がん検診の感度

平成7年〜平成14年

視触診 マンモ併用 計

受診者数（人） 337,969 116,214 454,183

要精査率 6.1％ 10.0％ 7.9％

発見がん数（人） 330 295 625

発見率 0.10％ 0.25％ 0.14％

中間期がん数（人） 52 23 75

感度 86.4％ 92.8％ 89.3％

＊p＜0.05

特異度 94.4％ 91.2％ 93.6％

陽性予知度 1.7 2.8 2.1

地域がん登録による増減 +145 +37 +182

照合後 197 60 257

修正感度 62.6％ 83.1％ 70.9％

＊p＜0.001 ＊χ2検定



　

カ
ビ
や
細
菌
。
こ
れ
ら
の

微
生
物
は
わ
れ
わ
れ
の
体

内
や
周
囲
に
驚
く
ほ
ど

の
量
で
存
在
し
、
わ
れ

わ
れ
の
生
活
に
影
響
を

与
え
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
で
は
、
微
生
物
全
般
が
わ
れ

わ
れ
の
か
ら
だ
や
環
境
に
及
ぼ
す
功
罪
、
頻
繁
に
目
に
す
る
割

に
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
カ
ビ
の
特
徴
や
防
ぎ
方
な
ど
に
つ
い

て
、
諸
角
聖
本
会
学
術
委
員
が
解
説
す
る
。

8

中年女性の便秘

2006 12 15 40418 22006 12 15 40418 2006 12 15 404183

　

た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世

界
保
健
機
関
枠
組
条
約(

Ｆ

Ｃ
Ｔ
Ｃ)

の
第
14
条
（
た
ば

こ
へ
の
依
存
及
び
た
ば
こ
の
使

用
の
中
止
に
つ
い
て
の
た
ば
こ

の
需
要
の
減
少
に
関
す
る
措

置
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
規
定

し
て
い
る
。

　

１　

締
約
国
は
、
た
ば
こ
の

使
用
の
中
止
及
び
た
ば
こ
へ
の

依
存
の
適
切
な
治
療
を
促
進
す

る
た
め
、
自
国
の
事
情
及
び
優

先
事
項
を
考
慮
に
入
れ
て
科
学

的
証
拠
及
び
最
良
の
実
例
に
基

づ
く
適
当
な
、
包
括
的
及
び
総

合
的
な
指
針
を
作
成
し
及
び
普

及
さ
せ
、
並
び
に
効
果
的
な
措

置
を
と
る
。

　

２　

こ
の
た
め
、
締
約
国

は
、
次
の
こ
と
を
行
う
よ
う
努

め
る
。

（
ａ
）
教
育
機
関
、
保
健
施
設
、

職
場
、
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
の
場

所
等
に
お
い
て
、
た
ば
こ
の
使

用
の
中
止
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
効
果
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
立
案
し
及
び
実
施
す
る

こ
と
。

(

ｂ)

適
当
な
場
合
に
は
保
健

に
従
事
す
る
者
、
地
域
社
会
の

た
め
に
働
く
者
及
び
社
会
福
祉

活
動
に
従
事
す
る
者
の
参
加
を

得
て
、
国
内
の
保
健
及
び
教
育

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
計
画

及
び
戦
略
に
た
ば
こ
へ
の
依
存

の
診
断
及
び
治
療
並
び
に
た
ば

こ
の
使
用
の
中
止
に
関
す
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
る
こ
と
。

（
ｃ
）
保
健
施
設
及
び
リ
ハ
ビ

ら
た
ば
こ
規
制
対
策
の
推
進
の

必
要
性
に
つ
い
て
発
言
し
て
き

た
。
医
学
会
に
よ
る
最
初
の
禁

煙
宣
言
は
、
１
９
９
７
年
の
日

本
呼
吸
器
学
会
の｢

喫
煙
に
関

す
る
勧
告｣

で
あ
る
。
こ
の
勧

告
で
は
、
活
動
方
針
と
し
て
、

喫
煙
の
害
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
を
行
う
、
学
会
場
、
教
育
機

関
、
地
域
に
お
い
て
禁
煙
指
導

を
行
う
、
関
係
省
庁
、
行
政
機

関
等
に
働
き
か
け
、
タ
バ
コ
の

販
売
や
広
告
の
規
制
等
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
む
、
と
の
活

動
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
日
本
小
児
科

学
会
の
「
小
児
期
か
ら
の

喫
煙
予
防
に
関
す
る
提
言
」

(

１
９
９
９)

、日
本
肺
癌
学
会

の「
禁
煙
宣
言
」(

２
０
０
０)

、

日
本
公
衆
衛
生
学
会｢

『
た

ば
こ
の
な
い
社
会
』
の
実
現

に
向
け
て
」(

２
０
０
０)

、

日
本
学
校
保
健
学
会
の
「
青

少
年
の
喫
煙
防
止
に
関
す
る

提
言
」（
２
０
０
１)

、
日
本

循
環
器
学
会
の
「
禁
煙
宣
言
」

（
２
０
０
２
）、
日
本
口
腔
衛

生
学
会
の
「
禁
煙
宣
言
『
た

ば
こ
の
な
い
世
界
』
を
目
指

し
て
」（
２
０
０
２
）、
日
本

小
児
科
学
会
の
「
子
ど
も
の

受
動
喫
煙
を
減
ら
す
た
め
の

提
言
」（
２
０
０
２
）、
日
本

気
管
支
学
会
の
「
禁
煙
活
動

宣
言
」（
２
０
０
２
）、
日
本

呼
吸
器
学
会
の
「
禁
煙
宣
言
」

（
２
０
０
３
）、
日
本
癌
学
会

の
「
禁
煙
宣
言
」（
２
０
０
３
）、

日
本
口
腔
外
科
学
会
の
「
禁
煙

推
進
宣
言
」（
２
０
０
３
）、
日

本
公
衆
衛
生
学
会
の
「
た
ば
こ

の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た

行
動
宣
言
」（
２
０
０
３
）、
日

本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会

の
「
禁
煙
宣
言
」（
２
０
０
４
）、

日
本
口
腔
衛
生
学
会
の
「
禁

煙
行
動
宣
言
『
た
ば
こ
の
な

い
社
会
を
め
ざ
し
て
行
動

を
』」（
２
０
０
４
）、
日
本

歯
周
病
学
会
の
「
禁
煙
宣

言
」（
２
０
０
４
）、日
本
歯
科

リ
ン
グ
、
予
防
及
び
治
療
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る

こ
と
。

　

日
本
の
男
性
の
肺
が
ん
年
齢

調
整
死
亡
率
は
１
９
９
５
年
ま

で
増
加
し
、
そ
の
後
２
０
０
３

年
ま
で
ゆ
る
や
か
な
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
２
０
０
４
年
に

は
反
転
し
て
増
加
に
転
じ
た
。

肺
が
ん
死
亡
率
が
こ
れ
ま
で
の

対
策
の
延
長
で
減
少
す
る
と
は

い
え
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
反
転

増
加
し
て
行
く
と
予
測
さ
れ

る
。
こ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、

現
在
喫
煙
し
て
い
る
も
の
へ
の

禁
煙
の
働
き
か
け
が
特
に
重
要

で
、
禁
煙
治
療
普
及
の
た
め
の

制
度
化
と
た
ば
こ
価
格
・
税
の

大
幅
引
き
上
げ
な
ど
の
環
境
の

整
備
が
緊
急
に
実
現
を
図
る
べ

き
２
つ
の
課
題
で
あ
る
。

会
の
「
禁
煙
推
進
に
関
す
る
日

本
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
宣
言

２
０
０
４
」（
２
０
０
４
）
な

ど
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

宣
言
で
は
、
た
と
え
ば
、
日
本

癌
学
会
の
禁
煙
宣
言
に
お
い
て

喫
煙
対
策
関
連
機
関
へ
の
呼
び

か
け
と
し
て
「
禁
煙
希
望
者
に

対
す
る
禁
煙
支
援
対
策
を
推

進
す
る
」
と
し
て
い
る
よ
う

に
、
た
ば
こ
規
制
対
策
の
重
要

な
要
素
と
し
て
禁
煙
支
援
対
策

の
推
進
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
12
月
に
は
、
日
本

口
腔
衛
生
学
会
、
日
本
口
腔
外

科
学
会
、日
本
公
衆
衛
生
学
会
、

日
本
呼
吸
器
学
会
、
日
本
産
婦

人
科
学
会
、日
本
循
環
器
学
会
、

日
本
小
児
科
学
会
、
日
本
心
臓

病
学
会
、
日
本
肺
癌
学
会
の
９

学
会
に
よ
る
「
禁
煙
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
公
表

さ
れ
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
緊

急
の
問
題
点
と
し
て
、
未
成
年

の
喫
煙
防
止
が
不
十
分
、
非
喫

煙
者
の
保
護
が
不
十
分
、
喫
煙

の
有
害
性
の
認
識
と
禁
煙
治
療

が
不
十
分
、
禁
煙
を
推
進
す
る

た
め
の
社
会
制
度
お
よ
び
政
策

が
不
十
分
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

問
題
点
に
対
し
て
の
対
策
や
方

策
を
提
言
し
て
い
る
が
、
そ
の

中
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
禁
煙
治

療
の
方
法
の
確
立
と
普
及
の
た

め
の
制
度
化
」を
挙
げ
て
い
る
。

　

保
健
医
療
の
専
門
職
の
団
体

の
禁
煙
宣
言
と
し
て
は
、
日
本

看
護
協
会
の
「
看
護
職
の
た
ば

こ
対
策
宣
言
」（
２
０
０
１
）、

日
本
医
師
会
の
「
禁
煙
推
進

に
関
す
る
日
本
医
師
会
宣

言
」（
２
０
０
３
）、
日
本
薬

剤
師
会
の
「
禁
煙
運
動
宣
言
」

（
２
０
０
３
）、
日
本
歯
科
医
師

会
の「
禁
煙
宣
言
」（
２
０
０
５
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、
た

と
え
ば
、
日
本
医
師
会
の
「
禁

煙
推
進
に
関
す
る
日
本
医
師
会

宣
言
」
で
は
そ
の
中
で
「
我
々

は
、
た
ば
こ
に
依
存
性
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
禁
煙
希
望

　

真
菌
（
カ
ビ
・
酵
母
）、
細
菌
、

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
微
生
物
は
、
私

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
ど

の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
、
人
々
の

生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

カ
ビ
・
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
と
聞

い
た
だ
け
で　

病
気　

を
思
い
浮

か
べ
て
し
ま
う
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
微
生
物
は
私

た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
な
の
で
す
。

　

微
生
物
は
地
球
上
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
棲
息
し
、
自
然
環
境
に
お

け
る
生
態
系
の
一
員
と
し
て
、
お

も
に
「
分
解
」
係
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
植
物
が
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
無
機
物
質
か
ら
澱

粉
、セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど
を
「
生
産
」

し
、
そ
れ
を
動
物
が
利
用
し
て
成

育
し
ま
す
。
微
生
物
は
、
そ
の
動

物
の
排
せ
つ
物
や
死
骸
、
あ
る
い

は
枯
れ
た
植
物
な
ど
を
栄
養
源
と

し
て
成
育
し
な
が
ら
「
分
解
」
し

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
分
解
産
物

が
再
び
植
物
の
栄
養
源
に
、
と
い

う
よ
う
な
連
鎖
が
行
わ
れ
て
い
ま

う
観
点
が
必
要
で
あ
る
」と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
０
次
予
防
と
は
、
計
画
的
な
都

市
設
計
に
よ
り
、
道
路
・
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
・
公
園
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
と
共
に
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
と
し
て
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
な
ど
、
健
康
を
中
心
に
据

え
た
社
会
環
境
づ
く
り
を
考
え
る

健
康
増
進
対
策
で
あ
る
。

　

生
活
習
慣
病
と
い
う
と
生
活
習

慣
と
健
康
と
の
関
係
だ
け
を
見
て

し
ま
う
が
、
社
会
環
境
が
生
活
習

慣
に
影
響
を
与
え
、
そ
し
て
健
康

に
影
響
を
与
え
て
い
る
図
式
か

ら
、
社
会
環
境
病
と
し
て
対
策
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」。

　

ま
た
表
彰
式
で
は
、
予
防
医

学
事
業
中
央
会
感
謝
状
が
群
馬

県
健
康
づ
く
り
財
団
の
家
崎
智

会
長
に
、
中
央

会
賞
が
山
根
則

幸
（
栃
木
県
保

健
衛
生
事
業
団

事
務
局
次
長
）、

今
井
貴
子
（
群

馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
理
事
）、

栗
原
博
（
神
奈
川
県
予
防
医
学
協

給
し
た
り
、
外
部
か
ら
侵
入
す
る

病
原
菌
と
競
合
し
た
り
し
て
、
感

染
を
防
ぐ
の
に
役
だ
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
あ
る
種
の
微
生
物
は
薬

品
、
有
機
物
質
、
発
酵
食
品
な
ど

の
製
造
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
微

生
物
は
私
た
ち
と
仲
良
く
共
同
生

活
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
人
間
の
中
に
も
わ

ず
か
な
数
の
犯
罪
者
が
い
る
よ
う

に
、
微
生
物
の
中
に
も
悪
さ
を
す

る
も
の
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
は
微
生
物
全
体
か
ら
み
れ
ば

ご
く
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
微
生

物
の
人
に
対
す
る
有
害
性
を
、
そ

の
発
現
パ
タ
ー
ン
か
ら
大
き
く
４

つ
に
分
け
て
み
ま
し
た
（
下
図
）。

　

１
つ
目
は
人
に
寄
生
し
て
直
接

病
気
の
原
因
と
な
る
微
生
物
。
そ

れ
ら
に
よ
る
感
染
症
は
赤
痢
、
感

染
型
食
中
毒
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

エ
イ
ズ
、
水
虫
な
ど
、
数
え
上
げ

れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
う
ち
で
根
っ
か
ら
の
ワ
ル
と

い
え
る
伝
染
病
菌
の
多
く
は
動
物

の
体
温
に
近
い
35
～
37
℃
の
温
度

を
好
み
、
自
然
環
境
中
で
は
生
存

し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
感
染
源
は

患
者
や
保
菌
者
（
体
内
に
病
原
菌

を
保
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
病
的
な
症
状
を
示
さ
ず
、
病
原

菌
を
排
せ
つ
す
る
人
）
で
あ
る
場

合
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
菌

は
、
体
内
に
侵
入
す
る
と
、
細
胞

内
に
入
っ
て
増
殖
し
た
り
、
増
殖

に
伴
っ
て
毒
素
を
産
生
し
て
生
体

に
障
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
、
免
疫
不
全
症
、
白
血
病
や

糖
尿
病
な
ど
で
抵
抗
力
の
弱
ま
っ

た
人
に
は
、
健
康
な
人
に
は
感
染

し
な
い
病
原
性
の
弱
い
菌
も
感
染

会
理
事
）
の
３
氏
に
、
奨
励
賞
が

本
会
の
神
谷
昭
子
、
吉
原
律
子
ら

25
名
に
贈
ら
れ
た
。

す
る
場
合
が
あ
り
、
日
和
見
感
染

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
微
生
物
毒
素
に
よ
る

障
害
で
す
。
食
品
で
増
殖
し
た
菌

が
そ
の
食
品
中
で
毒
素
を
産
生

し
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り

障
害
を
受
け
る
も
の
で
、
ブ
ド
ウ

球
菌
や
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
に
よ
る
毒

素
型
食
中
毒
や
、
カ
ビ
が
食
品
中

で
作
り
出
す
カ
ビ
毒
（
マ
イ
コ
ト

キ
シ
ン
）
に
よ
る
中
毒
な
ど
が
こ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
ぜ
ん
息
、
鼻
炎
と

い
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
原
因

に
な
る
こ
と
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー

の
原
因
物
質
と
し
て
は
空
中
に
浮

遊
す
る
真
菌
（
カ
ビ
・
酵
母
）
が

微
生
物
の
中
で
も
特
に
問
題
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
物
質
を
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
呼
び
ま

す
が
、
生
活
環
境
中
の
ア
レ
ル
ゲ

ン
と
し
て
は
、
微
生
物
以
外
に
も

ダ
ニ
や
ダ
ニ
の
フ
ン
、
花
粉
な
ど

重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
近
年
ア
レ

ル
ギ
ー
患
者
の
増
加
に
伴
い
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
つ
目
は
物
質
の
腐
敗
、
劣
化

お
よ
び
汚
染
で
す
。
細
菌
に
よ
る

食
品
・
水
な
ど
の
腐
敗
、
カ
ビ
に

よ
る
衣
類
・
食
品
・
住
宅
資
材
・

生
活
用
品
な
ど
の
変
質
や
劣
化
、

建
物
の
外
壁
や
貯
水
槽
で
は
藻
類

に
よ
る
被
害
な
ど
、
ど
れ
も
私
た

ち
が
毎
日
の
よ
う
に
目
に
す
る
被

害
で
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
と
な
る

菌
の
多
く
は
、
動
物
の
体
温
付
近

の
温
度
を
好
む
病
原
菌
と
は
異
な

り
、
室
温
程
度
の
や
や
低
い
温
度

で
よ
く
発
育
す
る
の
が
特
徴
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

医
学
会
の
「
脱
た
ば
こ
宣
言
」

（
２
０
０
４
）、
日
本
小
児
ア
レ

ル
ギ
ー
学
会
・
日
本
小
児
科
学

　

た
ば
こ
の
害
を
よ
く
知
る
医

師
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
医
療

者
と
そ
の
組
織
は
、
早
く
か

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
施
設

に
お
い
て
、
た
ば
こ
へ
の
依
存

に
つ
い
て
の
診
断
、
カ
ウ
ン
セ

と
い
う
一
石
二
鳥
の
呼
吸
で
す
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。
１
日
１
回
く
ら
い
は

機
会
を
見
つ
け
て
実
行
し
ま
し
ょ
う
（
図
）。

☆
歩
い
て
血
流
促
進

　

い
き
な
り
激
し
い
運
動
を
始
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ご
く
身
近
な
散
歩
か

ら
。
運
動
に
慣
れ
て
き
た
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
。
全
身
の
血
行
が
よ
く
な
り
、
腸
の
働
き

に
よ
い
効
果
を
与
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
姿
勢
を
意
識
し
て
歩
く
と
、
太

も
も
だ
け
で
な
く
お
腹
周
り
の
筋
肉
も
た
く

さ
ん
使
わ
れ
ま
す
。
腹
筋
だ
け
で
な
く
、
太

も
も
の
筋
肉
も
排
便
に
関
係
し
て
い
る
の
で

す
。
と
く
に
階
段
を
利
用
す
る
と
自
然
に
太

も
も
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
日
常
生
活
で
工
夫
を

　

特
別
な
運
動
時
間
が
作
れ
な
く
て
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
次
第
で
か
ら
だ
を
動
か

す
機
会
は
増
や
せ
ま
す
。
た
と
え
ば
い
つ
も

外
出
に
自
転
車
を
使
っ
て
い
た
ら
、
た
ま
に

は
歩
行
に
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
階
段

の
利
用
、
姿
勢
の
意
識
な
ど
、
工
夫
は
日
常

生
活
の
中
に
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
何
と
か
運
動
を
取

り
入
れ
る
工
夫
を
し
て
活
動
量
を
増
や
し
、

便
秘
の
改
善
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

で
は
、
便
秘
を
予
防
・
改
善

す
る
た
め
に
は
、
何
を
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
。

☆
腸
の
働
き
を
よ
り
活
発
に

　

年
齢
を

重
ね
る
に

つ
れ
て
、

徐
々
に
腸

の
働
き
は

低
下
し
て

し
ま
い
ま

す
。
し
か

し
、
腹
筋
を
強
化
す
る
こ
と
で

腸
に
刺
激
が
加
わ
り
、
そ
の
働

き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
十
分
な
圧
力
を
お
腹
に
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
排
便
が
楽
に
な
り
ま
す
。

☆
腹
式
呼
吸
を
取
り
入
れ
よ
う

　

腹
式
呼
吸
は
、
お
腹
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り

へ
こ
ま
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、腸
を
刺
激
し
、

便
意
を
起
こ
し
や
す
く
し
ま
す
。
ま
た
、
肺

い
っ
ぱ
い
に
新
鮮
な
空
気
が
取
り
込
ま
れ
る

た
め
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

　
《
運
動
不
足
が
便
秘
の
原
因
の
１
つ
》

　

私
た
ち
の
生
活
は
ど
ん
ど
ん
便
利
に
、
快

適
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
で

運
動
不
足
を
招
き
、
便
秘
を
引
き
起
こ
す
原

因
の
１
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
日
常

生
活
を
思
い
浮
か

べ
て
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
か
ら
ど
れ

く
ら
い
活
動
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
必
要
な
体
力
や
筋
力
が
低
下
す
る
と
、

排
泄
が
困
難
に
な
り
、
便
秘
に
な
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

し
て
た
っ
ぷ
り
と
。
芋
や
豆
類
、
海
藻
、

き
の
こ
類
も
メ
ニ
ュ
ー
に
摂
り
入
れ
て
み

ま
し
ょ
う
。
忘
れ
が
ち
な
果
物
は
、
食
物

繊
維
が
多
く
含
ま
れ
、
ク
エ
ン
酸
が
腸
へ

の
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。

☆
適
量
を
気
長
に
！

　

一
般
的
な
食
品
で
は
過
剰
摂
取
に
よ
る

健
康
障
害
は
少
な
い
で
す
が
、
食
物
繊
維

や
オ
リ
ゴ
糖
入
り
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
・
飲

料
な
ど
を
多
量
に
摂
取
し
た
場
合
、
一
時

的
に
お
腹
が
緩
く
な
っ
た
り
、ビ
タ
ミ
ン・

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
吸
収
阻
害
が
起
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
摂
取
す
る
場

合
は
１
回
の
指
示
量
を
守
り
、
体
調
に
合

わ
せ
て
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
食
事
で
の
便
秘
解
消
に
は
、
効
果

が
出
る
ま
で
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
す
ぐ
に
効
果
が
出
な
く
て
も
諦

め
な
い
で
、
体
調
を
み
な
が
ら
気
長
に
続

け
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ご
自
身

は
い
か
が
で
す
か
？

　

食
物
繊
維
の
多
い
食
品
は
図
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
主
食
（
穀
類
）
は
１
回
量
が
多
く
摂

れ
る
の
で
、
精

白
米
を
繊
維
の

多
い
分
づ
き
米

（
胚
芽
米
）
に

変
え
た
り
、
シ

リ
ア
ル
類
の
活

用
が
お
勧
め
で

す
。
野
菜
は
生

の
ま
ま
で
は
な

く
、
汁
物
や
煮

物
な
ど
で
加
熱

取
基
準
（
２
０
０
５
年
版
）」
で
は
、
年
代

に
よ
り
差
が
あ
り
ま
す
が
、
排
便
を
促
進
す

る
食
物
繊
維
量
を
１
日
当
た
り
20
ｇ
程
度
と

し
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
食
物
繊
維
摂
取
量

　

さ
て
、
便
秘
改
善
で
き
そ
う
で
す
か
？

　

排
便
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
お
悩

み
の
不
快
症
状
も
な
く
な
る
は
ず
。
ち
な

み
に
、
望
ま
し
い
排
便
は
最
低
で
も
３
日

に
１
回
、健
康
な
便
は
茶
色
の
バ
ナ
ナ
状
。

　

め
ざ
そ
う
、
あ
な
た
も
快
便
美
人
！

便
も
出
る
も
の
で
す
。

☆
ト
イ
レ
の
雰
囲
気

　

ト
イ
レ
環
境
に
も
ひ
と
工
夫
。
ト
イ
レ
が

寒
す
ぎ
た
り
臭
す
ぎ
る
と
気
が
散
っ
て
出
る

も
の
も
出
な
い
…
。
長
居
は
困
り
ま
す
が
、

温
度
・
臭
い
・
清
潔
さ
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
っ

て
、
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

族
性
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
便
の
量
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
不
要
と
さ
れ

て
い
た
食
物
繊
維
で
す
が
、
最
近
は
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
明
ら
か
に
な
り
、
便
秘
だ
け
で

な
く
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
で
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

食
物
繊
維
は
水
溶

性
と
不
溶
性
に
大
き

く
分
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
機
能
が
異
な
り

ま
す
。
ど
ち
ら
も
大

切
で
す
の
で
偏
ら
ず
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品

か
ら
摂
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
日
本
人
の
食
事
摂

☆
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
便
通
を

　

ス
ト
レ
ス
な
ど
で
の
情
緒
不
安
定
は
、
腸

の
働
き
が
乱
れ
る
原
因
。
緊
張
状
態
で
も
腸

の
働
き
が
抑
え
ら
れ
、
便
意
が
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
い
っ

ぽ
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
と
腸
の
蠕
動

運
動
も
促

進
さ
れ
、

便
意
が
つ

き
や
す
く

な
り
ま

す
。
心
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
も

便
秘
に
な
ら
な
い
秘
訣
で
す
ね
。

　

ま
た
旅
行
や
試
験
な
ど
で
、
便

意
の
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
終
わ
れ
ば
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、

　

長
年
の
便
秘
、
解
消
し
た
い

で
す
ね
。
こ
こ
で
食
生
活
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
規
則
正
し
い
食
事
と
十
分
な

水
分
を
！

　

食
事
は
腸
へ
の
刺
激
と
便
の

材
料
に
な
り
ま
す
。
朝
は
腸
へ

の
刺
激
が
伝
わ
り
や
す
い
の

で
、
ま
ず
は
朝
食
を
し
っ
か
り

と
。
ま
た
水
分
を
十
分
に
摂
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

☆
腸
内
環
境
を
整
え
る
に
は

　

善
玉
菌
の
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
は
、
腸
の
蠕

動
運
動
を
活
発
に
し
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、

ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
の
多
い
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
オ

リ
ゴ
糖
を
一
緒
に
摂
る
と
、
よ
り
善
玉
菌

を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
オ
リ

ゴ
糖
は
熱
に
強
い

の
で
、
料
理
や
飲

料
で
の
利
用
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。

☆
食
物
繊
維
が
便

の
主
成
分
で
す

　
「
便
秘
＝
食
物
繊

維
を
！
」
よ
く
聞
き
ま
す
よ
ね
。
食
物
繊

維
を
多
く
摂
る
ア
フ
リ
カ
の
先
住
民
は
民

　
「
今
日
も
出
な
い
…
」
万
年
便
秘
で
悩
む
女

性
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

便
意
の
我
慢
、
朝
食
抜
き
と
い
っ
た
生
活

習
慣
は
便
秘
の
原
因
。
さ
ら
に
筋
力
が
弱
い

こ
と
や
、
腸
の
運
動

を
抑
制
す
る
「
黄
体

ホ
ル
モ
ン
」（
女
性

ホ
ル
モ
ン
）
も
便
秘

を
誘
発
し
ま
す
。
そ

う
考
え
る
と
、
女
性

は
便
秘
に
な
り
や
す

い
の
で
す
ね
。

☆
起
き
抜
け
の
水

　

朝
起
き
て
冷
た
い
水
を
１
杯
。
す
る
と

「
胃
・
大
腸
反
射
」
が
起
こ
り
、
腸
が
刺
激

さ
れ
て
活
発
に
な
り
ま
す
。
空
っ
ぽ
の
胃
に

は
効
果
的
な
の
で
、
起
き
抜
け
の
水
が
肝
心

で
す
。
寝
ぼ
け
た
胃
腸
に
喝
を
入
れ
、
よ
く

働
か
せ
れ
ば
朝
の
う
ち
に
便
も
出
る
は
ず
。

　

そ
し
て
水
に
は
も
う
一
利
。
腸
内
に
便
が

停
滞
し
て
い
る
と
、
便
の
水
分
が
腸
壁
に
吸

収
さ
れ
て
便
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

水
分
補
給
が
大
切
な
の
で
す
。

☆
リ
ズ
ム
が
大
事

　

忙
し
い
朝
の
時
間
、
食
事
を
摂
れ
ず
、
ト

イ
レ
の
チ
ャ
ン
ス
も
逃
し
て
出
勤
。
こ
の
よ

く
あ
る
光
景
が
便
秘
を
招
き
ま
す
。

　

食
事
を
摂
る
と
腸
の
働
き
は
一
層
活
性
化

し
、食
後
15
～
30
分
程
で
便
意
を
感
じ
ま
す
。

た
と
え
便
意
を
感
じ
な
く
て
も
、
そ
の
こ
ろ

ト
イ
レ
に
行
く
習
慣
を
つ
け
る
と
、
か
ら
だ

が　

排
便
し
よ
う　

と
働
く
の
で
す
。
そ

れ
は
と
く
に
朝
。「
朝
食
→
便
意
→
ト
イ
レ
」

の
リ
ズ
ム
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

☆
我
慢
し
な
い
で
、
そ
の
便
意
！

　

便
意
の
我
慢
は
禁
物
。
直
腸
・
結
腸
反
射

（
便
を
出
す
反
射
）
が
消
え
て
し
ま
う
の
で

す
。
し
か
も
我
慢
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、

便
意
を
感
じ
に
く
く
な
る
こ
と
も
…
。

　
「
忙
し
い
」「
恥
ず
か
し
い
」
と
我
慢
す
る

あ
な
た
。便
意
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
ト
イ
レ
へ
。

そ
う
す
れ
ば
、
あ
と
で
無
理
に
息
む
必
要
も

な
く
、ス
ム
ー
ズ
に
排
便
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

朝
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
も
、
昼
や
夜
に
便

意
が
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。
１
日
１

回
、
便
座
に
座
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

● ●

● ●

●

本会・健康増進部

保健師
石原　恵

本会・健康増進部

管理栄養士
渡邊史子

本会・健康増進部

健康運動指導士
鈴木由紀子

一般的に、３日以上便通がない状態や、毎日排便があっ

ても排便に苦労したり、残便感や不快感を感じるといっ

た状態を便秘とい

います。その症状

は、腹部の痛みや

膨満感、食欲不振、

肌荒れ、頭痛など

多岐にわたり、生

活の質の低下を招

くことも。

今月は、便秘がち

の中年女性に対す

る生活改善のポイ

ントを紹介します。

健康づくり・健康増進を支援するページ　実践編⑧ 監修：岡 惺治
（健康管理コンサルタント）

●

今月の事例

50歳の女性。もう何十年も便秘がちである。
健診結果では、とくに異常所見はない。内
科や婦人科でも問題ないと言われるものの、
お腹の張りや痛み、肌荒れなどの不快症状
を何とか改善したいと思っている。

大 島 　 明
大阪府立成人病センター
調査部部長

● ●

● ●

も
生
物
の
住
め
る
環
境
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
死
物
分
解
微
生
物
（
腐
生

菌
）
に
よ
る
環
境
浄
化
作
用
や
腐

植
作
用
だ
け
を
と
っ
て
も
、
微
生

物
が
私
た
ち
人
間
に
計
り
知
れ
な

い
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
自
分
の
回
り
を
見

回
し
た
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
微
生

物
が
一
番
た
く
さ
ん
存
在
す
る
場

所
は
、
恐
ら
く
私
た
ち
自
身
の
か

ら
だ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
は
一
般
に
胎
児
の
時
に
は
無

菌
状
態
で
す
が
、
出
産
の
時
に

母
親
の
産
道
内
の
微
生
物
に
初

め
て
接
し
、
以
来
、
死
ぬ
ま
で

微
生
物
と
つ
き
あ
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
外
部
と
直
接
接
触
す

る
皮
膚
、
粘
膜
、
腸
管
内
に
は

微
生
物
が
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
っ
て
多
数
棲
息
す
る
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
ら
は
常
在
微
生
物

叢
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
に

大
腸
内
に
は
内
容
物
１
ｇ
当
り

１
０
０
億
か
ら
１
千
億
個
と
い

う
膨
大
な
数
の
細
菌
が
存
在
し

禁煙治療の制度化の実現に
向けて医学会・医師会の動き

者
に
対
す
る
医
学
的
支
援
の
よ

り
一
層
の
充
実
を
図
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。　
　
　
（
つ
づ
く
）

医
学
事
業
の
推
進
に
貢
献
し
た
人

に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
特
別
講
演
で
小
山

教
授
は
「
健
康
日
本
21
の
中
間
報

告
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
は
難
し
く
、

効
果
的
に
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。

１
次
予
防
、
２
次
予
防
、
３
次
予

防
を
単
独
に
行
う
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
０
次
予
防
と
い

当
者
、
保
健
医
療
行
政
担
当
者
、

学
校
・
地
域
・
職
域
保
健
の
専
門

家
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

大
会
で
は
、
群
馬
県
医
師
会
の

鶴
谷
嘉
武
会
長
に
よ
る
「
群
馬
県

に
お
け
る
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

の
実
践
」
や
群
馬
大
学
大
学
院
の

小
山
洋
教
授
に
よ
る
「
０
次
予
防

　

健
康
を
支
え
る
社
会
環
境
づ
く

り
」
と
い
っ
た
特
別
講
演
、
予
防

　

予
防
医
学
事
業
中
央
会
（
中

央
会
）、
日
本
寄
生
虫
予
防
会
、

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
が
主

催
す
る
第
51
回
予
防
医
学
推
進

全
国
大
会
が
10
月
20
日
、
前

橋
市
の
群
馬
会

館
で
開
催
さ
れ

た
。

　

今
大
会
の

テ
ー
マ
は
、「
生

活
習
慣
病
０ゼ

ロ

次

予
防
時
代
に
向
け
て
―
健
康

ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め

に
」
で
、
本
会
を
は
じ
め
中
央

会
の
全
国
支
部
で
健
康
教
育
や

健
診
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
担

ま
す
。し
か
し
こ
れ
ら
の
菌
は
、

普
通
人
に
害
を
与
え
る
こ
と
は

な
く
、
む
し
ろ
ビ
タ
ミ
ン
を
供

す
。
も
し
、
微
生
物
が
存
在
し
な

け
れ
ば
地
球
上
は
排
泄
物
や
死
骸

だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
と
て

微
生
物
の
功
罪

﹁
　

次
予
防
﹂
テ
�
マ
に
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防
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聖本会学術委員

前東京都健康安全研究センター 
微生物部部長

も
ろ

ず
み

さ
と
し

食物繊維が多く含まれる食品
１回摂取量（上部）と食物繊維量（下部）

図

腹式呼吸図 全身の力を抜いて行いましょう
寝たままの姿勢で行っても
かまいません

微生物毒素アレルゲン

感染症

腐敗

劣化

息を鼻からめいっぱい吸い込み
ながら、お腹をふくらませる

口をすぼめ、お腹をへこませながら、
吸い込むよりも２倍の時間をかけて
息を吐き出す



図

1.マンモグラフィ検査は痛かったですか？ 2.乳がん検診をまた受けたいですか？

3.スタッフの対応はどうでしたか？ 4.検診時間はどうでしたか？
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乳
が
ん
マ
ン
モ
検
診
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
本会

診
法
」
の
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
を

放
映
し
た
り
、

（
地
区
の
）
保

健
師
に
よ
る

相
談
・
説
明
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
市
町

村
と
共
同
し
て
、
充
実
し
た
検
診

を
企
画
で
き
た
こ
と
が
受
診
者
の

意
識
に
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の
他
、

「
診
察
（
視
触
診
）」、「
ビ
デ
オ
放

映
」、「
検
診
日
の
設
定
方
法
」
な

ど
に
つ
い
て
質
問
し
て
お
り
、
全

般
的
に
「
お
お
む
ね
好
評
」
と
受

け
取
れ
る
回
答
で
あ
っ
た
。

　

乳
が
ん
検
診
を
担
当
す
る
本
会

の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
今
回
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
受
診
者
の
意
識

に
配
慮
し
、
さ
ら
に
検
診
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
受
診
率
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
マ
ン
モ

検
診
に
対
す
る
受
診
意
欲
の
高
さ

が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
検
診
の
Ｐ

Ｒ
や
受
診
者
枠
の
拡
大
な
ど
、
今

後
の
行
政
の
対
応
に
も
期
待
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。

　
（
文
中
の
％
は
、
小
数
点
以
下
を

四
捨
五
入
し
て
い
る
）

か
っ
た
」
は
３
％
で
あ
っ
た
（
図

１
）。

　

本
会
で
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

検
査
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
受
付
時
に
加
え
て
撮
影
時
に

も
、
技
師
が
受
診
者
ご
と
に
撮
影

方
法
や
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
て

お
り
、
多
少
痛
み
が
伴
う
場
合
が

あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
あ
ら
か
じ

め
受
診
者
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
回
答
に

表
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
回
答
を
裏
付
け
る

よ
う
に
、「
乳
が
ん
検
診
を
ま
た

受
け
た
い
で
す
か
」と
の
問
い
に
、

「
必
ず
受
け
た
い
」
と
答
え
た
人

が
77
％
で
、「
機
会
が
あ
っ
た
ら

受
け
た
い
」
と
答
え
た
22
％
と
合

わ
せ
て
99
％
の
人
が
「
ま
た
受
け

た
い
」と
回
答
し
て
い
る（
図
２
）。

　

ま
た
、
検
診
ス
タ
ッ
フ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、「
良
か
っ
た
」
が

95
％
、「
普
通
」
が
５
％
の
回
答
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
わ
ず
か
で
あ
る

が
０・０
３
％（
３
人
）が「
悪
か
っ

た
」
と
答
え
て
い
る
（
図
３
）。

　

コ
メ
ン
ト
欄
で
も
、「
ス
タ
ッ

フ
の
対
応
が
親
切
で
よ
か
っ
た
」、

「
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
女
性
で
安
心

し
て
受
診
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

の
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
運
営
に
あ
た
る
本
会
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
、
今
後
の
励
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

受
付
か
ら
検
診
終
了
ま
で
、
一

人
当
た
り
約
１
時
間
の
所
要
時
間

に
つ
い
て
は
、「
思
っ
て
い
た
よ

り
短
時
間
だ
っ
た
」
と
の
回
答

が
78
％
、「
適
当
で
あ
っ
た
」
が

20
％
で
、「
待
ち
時
間
が
長
か
っ

た
」
と
回
答
し
た
人
は
２
％
に
す

ぎ
な
か
っ
た
（
図
４
）。

　

診
察
の
待
ち
時
間
に
「
自
己
触

　
【
１
面
関
連
記
事
】
本
会
で

は
２
０
０
２
年
よ
り
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
（
マ
ン
モ
）
を
乳
が
ん

検
診
に
導
入
、
04
年
に
は
検

診
車
に
よ
る
住
民
検
診
を
開
始

す
る
な
ど
、
乳
が
ん
マ
ン
モ
検

診
の
体
制
整
備
を
進
め
て
き

た
。
ま
た
そ
う
し
た
取
り
組
み

と
併
行
し
て
、
マ
ン
モ
読
影
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
検

診
の
精
度
管
理
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
こ
の
度
、
こ
の
よ
う

な
活
動
の
一
環
と
し
て
、
乳
が

ん
マ
ン
モ
検
診
が
、
受
診
者
に

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て

い
る
か
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
い
っ
そ
う
の
向
上
を
図
る
た

め
、「
検
査
に
伴
う
痛
み
」や「
ス

タ
ッ
フ
の
対
応
」
な
ど
に
関
す

る
受
診
者
意
識
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
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今
回
の
調
査
は
、
２
０
０
４
年

11
月
か
ら
06
年
３
月
の
期
間
に
、

市
町
村
の
協
力
を
得
て
、
乳
が
ん

検
診
車
に
よ
る
検
診
を
受
診
し
た

７
地
区
、
９
３
８
８
人
を
対
象
に

行
い
、
９
０
３
９
人
（
96
％
）
か

ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

調
査
結
果
で
は
、「
マ
ン
モ
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
」
と
の
質
問
に
、
75
％
の
人
が

「
初
め
て
受
け
る
」と
回
答
し
、「
以

前
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」
人
は

25
％
で
、
大
半
の
方
が
マ
ン
モ
検

査
は
初
体
験
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
マ
ン
モ
検
査
は
痛
か
っ

た
で
す
か
」
と
の
問
い
に
は
、「
痛

く
な
か
っ
た
」と
の
回
答
が
19
％
、

「
思
っ
て
い
た
ほ
ど
痛
く
な
か
っ

た
」
と
の
回
答
が
51
％
で
、
合
わ

せ
て
70
％
の
人
が
「
痛
く
な
か
っ

た
」
と
回
答
。
こ
れ
に
対
し
、「
痛

か
っ
た
」
は
27
％
、「
と
て
も
痛

　

第
２
１
１
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
１
月
31
日
（
水
）
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田
町

の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

　
「
職
場
の
健
康
教
育―

健
康
管

理
を
考
え
な
お
す
」を
テ
ー
マ
に
、

健
康
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
会
長
の
岡
惺
治
氏
が
講
演
す

る
。
司
会
は
、
職
域
保
健
・
産
業

看
護
塾
主
宰
の
飯
島
美
世
子
氏
。

　

会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、
地

下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会
議

事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂
見

附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内
の

と
こ
ろ
。
参
加
費
２
０
０
０
円
。

定
員
先
着
４
０
０
人
。

　

予
防
医
学
事
業
中
央
会
が
主
催

す
る
第
84
回
技
術
研
修
会
・
生
理

機
能
検
査
研
修
会
が
11
月
9
日
、

10
日
の
両
日
、東
京
で
開
催
さ
れ
、

本
会
な
ど
予
防
医
学
事
業
中
央
会

の
各
県
支
部
で
生
理
機
能
検
査
に

携
わ
っ
て
い
る
技
師
ら
約
30
人
が

参
加
し
た
（
写
真
）。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
頚
動
脈

超
音
波
検
査
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

心
臓
血
管
研
究
所
の
上
嶋
徳
久
医

師
が
「
頚
動
脈
超
音
波
検
査―

血
流
波
形
か
ら
何
が
わ
か
る
か
」

と
題
す
る
講
義
を
行
っ
た
。

　

頚
動
脈
超
音
波
検
査
は
、
総
頚

動
脈
の
血
管
壁
の
厚
さ
や
プ
ラ
ー

ク
の
状
態
を
み
る
こ
と
で
動
脈
硬

化
の
状
態
を
確
認
す
る
検
査
で
あ

り
、
労
災
２
次
健
診
の
必
須
項
目

で
あ
る
。
本
会
で
実
施
し
て
い
る

事
業
所
の
健
康
診
断
で
も
、
労
災

２
次
健
診
の
対
象
者
と
な
る
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
高
血
糖
、
肥
満

の
４
つ
す
べ
て
に
所
見
が
あ
っ
た

人
は
、
受
診
者
の
1
・
3
％
（
男

性
１・
６
％
、
女
性
0
・
6
％
）

と
い
う
成
績
で
あ
り
、
こ
う
し
た

ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
脳
・
心
臓
血

管
疾
患
予
防
を
い
か
に
行
う
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
嶋
医
師
は
、「
頚
動
脈

超
音
波
検
査
で
は
動
脈
硬

化
を
定
量
的
に
評
価
で
き

る
。
ま
た
視
覚
に
訴
え
る

た
め
生
活
習
慣
病
指
導
へ

の
誘
導
を
高
め
る
効
果
も

あ
る
」
と
述
べ
、
計
測
方

法
や
注
意
点
を
解
説
す
る

と
と
も
に
、
事
例
紹
介
を

行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
研
修
会
で

は
、「
超
音
波
検
査
の

歴
史―

集
検
超
音
波
検

査
」、「
乳
腺
超
音
波
所

見―

Ｍ
Ｍ
Ｇ
と
の
比
較
、

症
例
を
示
し
て
」、「
症
例

の
読
み
方
、
検
討
」
な
ど
の
講
義

や
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
展

開
さ
れ
た
。

「痛くなかった」 70％

「また受けたい」 99％

敷地内全面禁煙
をスタートします
2007年1月から　　本会

　　

　

た
ば
こ
は
、
が
ん
や
虚
血
性

心
疾
患
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患

の
原
因
と
な
り
、
深
刻
な
健
康

被
害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

そ
の
対
策
が
世
界
的
な
規
模
で

進
展
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
２
０
０
３
年

５
月
に
施
行
さ
れ
た
健
康

増
進
法
を
受
け
、
03
年
12
月

１
日
よ
り
、
指
定
の
喫
煙
場

所
以
外
で
の
全
面
禁
煙
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
①
本
会
の
社

会
的
使
命
な
ら
び
に
理
念

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層

の
人
た
ち
の
健
康
の
維
持
、

増
進
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に

職
員
等
の
健
康
保
持
の
た
め
に
受

動
喫
煙
防
止
の
徹
底
の
必
要
が
あ

る
こ
と　

②
厚
生
労
働
省
「
標
準

的
な
健
診
・
保
健
指
導
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
で
、
健

診
・
保
健
指
導
の
委
託
基
準
と
し

て
敷
地
内
禁
煙
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と　

③
禁
煙
外
来
開
設

に
む
け
て
、
敷
地
内
禁
煙
が
条

件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

を
踏
ま
え
、
２
０
０
７
年
１
月

１
日
か
ら
、
本
会
の
敷
地
内
全

区
域
お
よ
び
本
会
が
管
理
す
る

車
両
内
で
の
全
面
禁
煙
を
実
施

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
今
後
も
み
な
さ
ま

の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
健
康
増
進
・
健
康
管
理
支
援

機
関
と
し
て
、
安
心
し
て
受
診

し
て
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第84回技術研修会・
生理機能検査研修会
が開かれる

乳がん検診アンケート調査結果

第
２
１
１
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

職
場
の
健
康
教
育

健
康
管
理
を
考
え
な
お
す

１
月
31
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

東
京
・
永
田
町
「
星
陵
会
館
」


